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的に， Roscoe O. Bradyが主任をつとめるDe-
velopmental and Metabolic Neurology Branchの














































































































Research Trust for Metabolic Disease in Chi1-








































































































































































































































































































































































い (8000ccの4WDトラック， B抗Wバイク， 01-
dmobileの3台を持っている).朝7時に研究所
二一マン・ピック病C裂研究の周辺 169 
に出てくるのは，メリルが犬の散歩とテニスに行
ってしまうためであり，結局家庭人としては私と
同じひどい怠け者の夫であることも解りました.
ブラディ先生が奥さんと歩く時はしっかりと腕を
とり，車に乗せるときは当然助手席に乗せ， ドア
も自分が開け閉めして，レディーファーストに徹
底しているのに対し，ペンチェフはメリルより先
に歩き，私を助手席に乗せメリルを後ろに座らせ，
ドアの開け閉めもメリル自身がしておりました.
なまけもの亭主のくせに亭主関白でもあります.
この2週間，勉強させてもらったことを感謝して，
いつか日本に招待することを約東しましたが，現
在彼は55歳で5年後はリタイヤーしてメリルの故
郷のニュージーランドの田舎に行くかもしれない
と言っています.私の子どものことを話している
ときに，おれも高校時代はダメな男で，晩成
(delayed development)だった，晩成であること
も大事だといっていました.本当の晩成なら，リ
タイヤーなどと言わないで， 40歳過ぎまでプレー
ボーイとしてならし， 72歳の現在も子どもの仕送
りのために仕事をやめるわけにはいかないと言い
つつノーベル賞までねらうブラディ先生を見習っ
て欲しいと思います.そして，当分はこの興味あ
るこーマン・ピック病C型研究のリーダーとして
頑張って欲しいと願っています.
